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法政大学
経済学部同窓会報

今
回
か
ら
経
済
学
部
同
窓
会
は
、
祝
賀
会

か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

晴
れ
や
か
な
は
か
ま
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の

卒
業
生
が
集
ま
っ
た
祝
賀
会
は
、
酒
井
正

経
済
学
部
教
授
会
副
主
任
の
司
会
で
開
宴

し
、
続
い
て
竹
口
圭
輔
経
済
学
部
学
部
長

か
ら
開
会
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

竹
口
学
部
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

今
年
度
の
卒
業
生
が
入
学
し
た
こ
と
に
触

れ
、
今
日
、
こ
ん
な
形
で
対
面
の
卒
業
祝

賀
会
が
開
宴
で
き
る
こ
と
を
、
感
慨
深
く

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
村
田
紀
敏
同
窓
会
会
長
か
ら
祝

辞
が
あ
り
、
そ
し
て
花
澤
良
三
同
窓
会
幹

事
長
の
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
後
、

武
田
浩
一
経
済

学
部
教
授
会
主

任
の
音
頭
で
乾

杯
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
卒
業

祝
賀
会
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
は
、

１
月
29
日
の
教

授
会
と
の
懇

談
会
の

数
日
前
の
降
雪
か
ら
一
変
し
、
花
曇
り

の
穏
や
か
な
天
候
の
下
、
東
京
に
桜
の
開

花
宣
言
が
出
さ
れ
た
３
月
24
日
（
月
）
に
、

日
本
武
道
館
で
経
済
学
部
の
学
位
授
与
式

が
午
前
中
に
行
わ
れ
、
午
後
の
市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
学
位
記
交
付
に
続
い
て
、
14

時
30
分
か
ら
は
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

富
士
見
ゲ
ー
ト
３
階
の
つ
ど
ひ
の
間
で
、

２
０
２
４
年
度
、
経
済
学
部
卒
業
・
経
済

学
研
究
科
修
了
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
、
学
位
記
交
付
の
際
に
、

経
済
学
部
同
窓
会
へ
の
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
校
友
会
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
窓
会
へ
の
入
会
案
内

を
送
付
す
る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
た
た
め
、

２
面
へ

２
０
２
４
年
度
経
済
学
部
卒
業
祝
賀
会
で
経
済
学
部
同
窓
会

新
企
画
「
負
け
る
が
勝
ち
　
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
が
大
盛
況

開会のことばを述べる竹口経済学部著

各テーブルではしばし楽しく歓談

＊
日
時
　
６
月
７
日
（
土
）
10
：
30
〜

＊
場
所
　
主
婦
会
館
　
プ
ラ
ザ
エ
フ

　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
・
東
京
メ
ト
ロ

四
ツ
谷
駅
前
）

【
第
１
部
】

　
　
２
０
２
５
年
度
定
期
幹
事
総
会

　
　
10
：
30
〜

【
第
２
部
】

　
　
経
済
学
部
オ
レ
ン
ジ
の
集
い

　
　
11
：
30
〜

　
　
講
演
：
菅
原
琢
磨
教
授

　
　「
ど
う
な
る
、
ど
う
す
る
日
本
の
医

療
・
介
護

－

２
０
４
０
年
に
向

け
た
政
策
対
応

－

」

＊
会
費
　
８
，０
０
０
円

　
　
　
　（
ご
家
族
５
，０
０
０
円
）（
予
定
）

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
窓
会

事
務
局
に
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
経
済
学
部
同
窓
会
事
務
局
■

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　
　
０
４
２

－

７
８
３

－

２
５
５
０

　
メ
ー
ル
：

　
　jim

ukyoku@
hoseikeiyukai.jp

　
電
話
の
場
合
、
開
局
日
は
毎
週
火
曜

日
・
金
曜
日
の
９
：
30
〜
15
：
30

　
な
お
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
さ
れ
て
も

結
構
で
す
。

２
０
２
５
定
期
幹
事
総
会

オ
レ
ン
ジ
の
集
い
の
ご
案
内
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会
は
締
め
く
く
ら
れ
、
そ
の
後
は
応
援
団

に
よ
る
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
全
員
で

肩
を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
と
続
き
、
芝
田

幸
一
郎
経
済
学
部
教
授
会
主
任
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
に
は
、
外
濠
沿
い
の
桜
も
ち

ら
ほ
ら
と
咲
き
始
め
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
正
門
付
近
で
は
、
記
念
撮
影
を
す

る
卒
業
生
と
ご
家
族
の
姿
も
目
立
ち
ま

し
た
。

（
写
真
・
伊
藤　

章
ほ
か
）

げ
ず
落
ち
込
ま
ず
、
挑
戦
し
続
け
れ
ば
い

い
こ
と
も
あ
る
し
、
い
つ
か
そ
れ
が
い
い

経
験
と
な
り
勝
利
を
つ
か
め
る

―
と
い

う
、
先
輩
か
ら
の
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
た
も
の
で
す
。

花
澤
幹
事
長
が
進
行
を
務
め
た
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
は
、
会
場
全
体
が
大
盛
り
上
が

り
。
村
田
会
長
が
じ
ゃ
ん
け
ん
カ
ー
ド
を

掲
げ
る
た
び
に
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

村
田
会
長
の
人
生
訓
で
じ
ゃ
ん
け
ん
大

れ
を
繰
り
返
し
て
最
弱
王
（
実
は
負
け
る

が
勝
ち
）
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
ず
は
、
最
弱
王
20
人
を
決
め
、
最
弱

王
に
は
村
田
会
長
か
ら
各
１
万
円
の
商
品

券
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
20
人
の
最

弱
王
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
、
最
最
弱
王
１

名
を
決
め
、
最
最
弱
王
に
は
、
村
田
会
長

か
ら
王
冠
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

こ
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
、
大
学
を
卒

業
し
厳
し
い
社
会
に
出
る
と
、
勝
っ
て
ば

か
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
負
け
て
も
め

席
上
、
竹
口
経
済
学
部
長
よ
り
、
卒
業
祝

賀
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
応
援
団
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
そ
れ
に
続
く
校
歌
斉
唱

だ
け
で
祝
賀
会
が
間
延
び
し
て
し
ま
う
の

で
、
何
か
企
画
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
相
談

が
あ
っ
た
の
を
受
け
、
同
窓
会
が
「
負
け

る
が
勝
ち　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
を
新
し

く
企
画
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
壇
上
の
村
田
会
長
と
卒
業
生

全
員
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行
い
、
負
け
た
者

が
残
っ
て
次
の
じ
ゃ
ん
け
ん
に
進
み
、
こ

応援団の華やかなパフォーマンス最後は応援団の演奏での校歌斉唱

３
月
29
日（
土
）、
千
葉
市
に
あ
る
昭
和
の
森
で
、

経
済
学
部
同
窓
会
の「
桜
を
観
る
会
」が
開
催
さ
れ
、

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
雨
天
に
加
え
、

信
じ
難
い
ほ
ど
の
真
冬
の
寒
さ
。
桜
を
観
賞
す
る
前

に
、
花
見
会
場
に
隣
接
す
る
ホ
キ
美
術
館
で
絵
画
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

写
実
絵
画
専
門
の
美
術
館
は
、
三
層
の
長
い
回
廊

を
重
ね
た
よ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
魅
力
的
で
し
た
。
こ

こ
ま
で
写
実
絵
画
に
特
化
し
た
美
術
館
を
他
に
知
り
ま

せ
ん
。
写
真
を
裁
断
し
再
構
築
し
た
作
品
も
あ
り
、

様
々
な
絵
画
を
思
わ
ず
凝
視
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
桜
の
観
賞
。
雨
の
中
、
花
見
会
場
昭
和

の
森
へ
。
広
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、「
お
花
見
広

場
」に
到
着
、
満
開
の
桜
の
前
で
記
念
写
真
。
他
の

花
見
客
の
い
な
い
、
思
い
出
深
い
桜
を
観
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

桜
を
観
る
会
を
企
画
、
ご
準
備
い
た
だ
い
た
田
口

雅
美
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

千
葉
市
の
昭
和
の
森
で

　
　
　「桜
を
観
る
会
」を
開
催

経
済
学
部
経
済
学
科 

77
年
卒 

吉
川
　
慎
一

あいにくの天気ながらも桜は見頃

最最弱王には王冠を授与 「負けるが勝ち　じゃんけん大会」は大盛り上がり
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３
月
24
日
（
月
）、
前
日
ま
で
の
初
夏

の
よ
う
な
陽
気
か
ら
、
花
曇
り
模
様
に

な
っ
た
こ
の
日
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
ん

だ
日
本
武
道
館
で
、
第
１
４
３
回
法
政
大

学
学
位
授
与
式
（
卒
業
式
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
位
授
与
式
は
、
９
時
45
分
か

ら
11
時
10
分
ま
で
の
午
前
の
部
と
、
午
後

13
時
45
分
か
ら
15
時
10
分
ま
で
の
二
部
制

で
行
わ
れ
、
経
済
学
部
の
学
位
授
与
式
は
、

午
前
の
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
学
生
証
を
提
示
の
う
え
入

場
。
昨
年
に
続
き
本
年
も
、
付
き
添
い
者

は
入
場
証
や
人
数
の
制
限
な
く
自
由
に
入

場
で
き
ま
し
た
。

日
本
武
道
館
で
の
学
位
授
与
式
終
了

後
、経
済
学
部
の
卒
業
生
は
、市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
富
士
見
ゲ
ー
ト
校
舎
へ
移
動
、「
学

位
記
」
の
交
付
が
13
時
か
ら
14
時
30
分
に

か
け
て
各
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
卒
業
生
は
同
じ
富
士
見
ゲ
ー

ト
校
舎
３
階
に
あ
る
つ
ど
ひ
の
間
に
移

り
、
経
済
学
部
同
窓
会
員
も
参
加
し
て
、

経
済
学
部
卒
業
・
経
済
学
研
究
科
修
了
祝

賀
会
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
通
信
教
育
課
程
（
全
学
部
）
の

学
位
授
与
式
は
、
同
日
の
９
時
45
分
か
ら

11
時
10
分
ま
で
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

学
位
記
交
付
は
、
11
時
30
か
ら
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

（
文
・
菅
野
里
見
／
写
真
・
法
政
大
学
）

日本武道館での学位授与式の様子
経済学部を代表して廣瀬総長から
学位記を受け取る大山純貴君

Ֆ
ಶ
Γ
ͷ
Ժ
΍
͔
ͳ
ؾ
ީ
ͷ
Լ

　
　
　
　
　
ୈ
̍
４
̏
ճ
学
Ґ
त
༩
ࣜ
Λ
։
࠵

で
し
ょ
う
。
こ
の
潜
在
的
な
力
を
引
き
出

す
第
一
歩
は
、
在
学
中
に
「
挑
戦
」
を
恐

れ
な
い
こ
と
で
す
。「
挑
戦
」
と
い
っ
て
も
、

必
ず
し
も
壮
大
な
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

私
に
と
っ
て
「
挑
戦
」
と
は
、
自
分
が
置

か
れ
た
環
境
の
中
で
、
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
で
す
。
一
人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
﹃
こ

の
席
、
空
い
て
い
ま
す
よ
﹄
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
の
ち
に

私
の
親
友
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
法
政

大
学
の
総
長
に
立
候
補
を
決
断
し
た
こ
と

も
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
て
第
３
言
語
で
あ
る
日
本

語
を
使
い
、
皆
さ
ん
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
を

す
る
こ
と
も
、
私
に
と
っ
て
の
挑
戦
で
す
。

一
歩
踏
み
出
せ
ば
、
新
し
い
景
色
が
見
え

る
。
ま
さ
に
今
、
こ
の
瞬
間
、
私
自
身
が

そ
れ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
挑
戦
は
、
学

び
の
場
に
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
文
化
的

背
景
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
価
値
観
と

は
異
な
る
学
生
や
教
職
員
に
積
極
的
に
話

し
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
学
は
新
た

な
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
歩
踏

み
出
し
、
挑
戦
し
、
違
う
景
色
を
見
て
く

だ
さ
い
」（
抄
）
と
結
ん
で
い
ま
す
。

（
文
・
菅
野
里
見
／
写
真
・
法
政
大
学
）　

４
月
３
日
（
木
）、
日
本
武
道
館
で

２
０
２
５
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
は
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の
二

部
制
で
行
わ
れ
、
経
済
学
部
は
午
後
の
部

で
し
た
。

入
学
式
は
、
総
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、

入
学
の
辞
、
学
部
長
挨
拶
、
校
歌
斉
唱
、

新
入
生
の
諸
注
意
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
・
ダ
イ
ア
ナ
法
政
大
学
新
総
長
は

「
挑
戦
」
に
つ
い
て
式
辞
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
法
政
大
学
ら
し
さ
と
は
﹃
自
由
な
発
想
﹄

﹃︿
世
間
の
常
識
﹀
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
﹄

﹃
決
ま
っ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
縛
ら
れ
な
い

こ
と
﹄
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
言
で
表

す
な
ら
、
本
学
の
校
歌
に
も
登
場
す
る
﹃
進

取
の
気
象
﹄
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
る

２
０
２
̑
年
度
๏
੓
大
学
ೖ
学
ࣜ
で

　
ί
ồ
ɾ
μ
Π
Ξ
φ
新
૯
௕
が
祝
ࣙ
Λ
ड़
΂
る

式辞を述べる
コー・ダイアナ法政大学新総長
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こ
ん
に
ち
は
。
学
生
会
会
長
の
岩
間
乃
々

花
で
す
。
今
回
は
、
12
月
に
開
催
さ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
ご
報
告
と
、
私
自
身
の

学
生
会
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。  

●
12
月
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
つ
い
て  

今
年
も
多
く
の
団
体
・
個
人
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
反
省
点
を
活
か
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
を
目
指
し
た
結
果
、
無
事
に
成
功
へ

と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
し
た
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
を
堂
々
と
発
表
し
、
発
表
を
終
え
た

後
に
は
、
達
成
感
と
自
信
に
満
ち
た
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
成

長
の
場
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
準
備
に
も
多
く
の
時
間
を

か
け
た
分
、
関
係
者
、
出
場
者
の
皆
さ
ん

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。  

●
学
生
会
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

会
長
と
し
て
、
多
く
の
教
授
や
同
窓
会

の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
行

事
の
運
営
を
通
じ
て
経
済
学
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
学
生
と
交
流
で
き
た
こ
と
も
、
大
き

な
財
産
で
す
。
学
生
会
で
培
っ
た
経
験
を

活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
充
実
し
た
人
生
を
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
会
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
多

摩
の
息
吹
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
媒
体
が

あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
学
生
会
の
発
展
と
と

も
に
、「
多
摩
の
息
吹
」
が
こ
れ
か
ら
も
末

永
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

岩
いわ

間
ま

乃
の

々
の

花
か

経済学部経済学科４年
宮﨑憲治ゼミ

多摩の息吹多摩の息吹
プレゼン大会と自分の
学生会活動を振り返って

の
進
路
を
業
界
別
に
み
る
と
、
①
情
報
・

通
信
19
・
７
％
、
②
金
融
・
保
険
18
・
９
％
、

③
サ
ー
ビ
ス
18
・
５
％
、
④
卸
・
小
売
12
・

６
％
、⑤
製
造
９
・８
％
、⑥
公
務
５
・
２
％
、

⑦
不
動
産
・
リ
ー
ス
４
・
２
％
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
就
職
先
と
し
て
は
、
レ
バ
レ

ジ
ー
ズ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ノ

ベ
ー
タ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
、
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
、
み
ず
ほ
証
券
、
横
浜
銀

行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
千
葉
銀
行
、
静
岡
銀

行
、
大
和
証
券
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
エ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
、
ベ
イ
カ
レ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
、

ニ
ト
リ
、
い
す
ゞ
自
動
車
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
、

日
本
年
金
機
構
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

文
理
問
わ
ず
多
く
の
学
生
が
、
ナ
ビ

サ
イ
ト
以
外
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
ス
カ
ウ

ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
３
月
卒
業
生
対
象
の
進
路
状

況
調
査
に
よ
る
と
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由

で
内
定
を
得
た
割
合
は
11
・
８
％
、
う
ち

内
定
を
得
た
企
業
に
入
社
す
る
学
生
の
割

合
は
６
・３
％
と
な
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
別
相
談

を
年
間
２
万
２
０
０
０
件
、
就
活
支
援
イ

ベ
ン
ト
を
年
間
３
５
０
件
強
実
施
し
て
い

る
。
引
き
続
き
社
会
情
勢
に
よ
る
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
最
善
の
体
制
で
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

森　

博
子
）

２
０
２
４
年
度
（
２
０
２
５
年
３
月

卒
）
の
求
人
倍
率
は
１
・
75
倍
で
あ
り
、

２
０
２
３
年
３
月
卒
の
求
人
倍
率
（
１
・

71
倍
）
に
引
き
続
き
、
学
生
に
と
っ
て
売

り
手
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
６
月
中
旬
の

内
々
定
保
有
率
は
85
・
０
％
（
前
年
比

プ
ラ
ス
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
）、
11
月
下
旬
の

内
定
保
有
率
は
95
・
０
％
ま
で
上
昇
し
た

（
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
）。

内
定
数
は
平
均
２
・
５
社
で
、
半
数
以
上
の

学
生
が
複
数
内
定
を
得
て
い
る
。
３
~
６

月
に
進
路
先
と
考
え
て
い
る
企
業
・
団
体

か
ら
内
々
定
・
内
定
を
得
る
学
生
の
割
合

が
高
く
、
中
で
も
５
月
が
最
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
近
年
で
は
、
４
~
６
月
が
同
程

度
の
割
合
で
高
か
っ
た
た
め
、
引
き
続
き

就
職
活
動
の
早
期
化
が
う
か
が
え
る
。

２
０
２
４
年
３
月
の
経
済
学
部
卒
業
生

2024年度 就職状況
キャリアセンターから
求人倍率は売り手市場であり
就職活動は早期化が

うかがえる
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都
三
県
の
比
率
は
一
貫
し
て
増
加
し
て
い

ま
す
。

18
歳
人
口
の
減
少
と
と
も
に
志
願
者
数

は
減
少
し
て
い
く
傾
向
と
な
り
ま
す
が
、

本
学
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
実
現
に
向
け
た
入
試

改
革
を
進
め
、
受
験
生
へ
の
広
報
活
動
、

法
政
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ

て
、
よ
り
多
く
の
受
験
生
に
志
願
し
て
も

ら
え
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

（
入
学
セ
ン
タ
ー　

春
原　

秀
紀
）

人
（
前
年
比
１
０
１
％
）、
英
語
外
部
試
験

利
用
入
試
６
８
４
３
人
（
前
年
比
98
％
）、

共
通
テ
ス
ト
利
用
Ｂ
方
式
（
３
教
科
型
）

２
万
３
９
９
１
人
（
前
年
比
１
０
８
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

学
部
別
志
願
者
数
は
、
全
15
学
部
中
10

学
部
で
増
加
し
、
５
学
部
で
減
少
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

受
験
生
の
出
身
地
域
別
志
願
者
数
の
割

合
は
、
首
都
圏
一
都
三
県
の
割
合
が
76
％

で
、
２
０
０
８
年
度
の
60
％
を
底
に
、
一

２
０
２
５
年
度
一
般
選
抜
の
志
願
者
数

は
10
万
５
１
０
７
人
で
、
前
年
か
ら

２
９
３
８
人
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

学
別
志
願
者
数
は
、
前
年
度
と
変
わ
ら
ず

全
国
第
５
位
で
し
た
。
18
歳
人
口
が
減
少

す
る
中
、
本
学
や
同
規
模
他
私
大
は
志
願

者
数
を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
志
願
者
が
集

中
す
る
大
学
と
そ
の
他
の
大
学
で
大
き
く

二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

入
試
方
式
で
は
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
試
Ｃ
方
式
（
５
教
科
６
科
目

型
）
の
志
願
者
数
が
、
過
去
最
高
の

１
万
０
２
８
４
人
と
な
り
、
初
め
て
１
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
国
公
立

大
学
と
併
願
し
や
す
い
方
式
で
、
国
公
立
大

学
の
合
格
発
表
を
確
認
し
て
か
ら
入
学
手
続

き
に
必
要
な
入
学
金
や
学
費
等
を
納
入
で

き
、
ま
た
、
個
別
試
験
を
受
験
す
る
必
用
も

な
い
こ
と
か
ら
、
２
０
１
１
年
度
入
試
で
導

入
し
て
以
降
、
全
国
か
ら
多
く
の
志
願
者
を

集
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
Ｃ
方
式
か
ら
の
入
学
者
数
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

他
の
方
式
の
志
願
者
数
は
、
Ｔ
日
程
（
統

一
日
程
入
試
）
１
万
６
５
５
２
人
（
前
年

比
１
０
０
％
）、
Ａ
方
式
４
万
７
４
３
７

２
０
２
５
年
度
入
試
状
況

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
の

志
願
者
数
が
１
万
人
を
超
え
過
去
最
高

学　　部 2025年度
志願者数

2024年度
志願者数 前年度比

法学部 11,588 9,809 118.1%
文学部 9,137 8,778 104.1%
経済学部 10,719 11,604 92.4%
社会学部 10,220 9,775 104.6%
経営学部 15,946 15,292 104.3%

国際文化学部 2,953 3,635 81.2%
人間環境学部 3,943 5,127 76.9%
現代福祉学部 2,946 2,526 116,6%

キャリアデザイン学部 4,930 4,720 104,.4%
GIS（グローバル教養学部） 375 657 57.1%

スポーツ健康学部 2,648 3,037 87.2%
情報科学部 3,692 3,547 104.1%

デザイン工学部 7,741 6,796 113.9%
理工学部 11,576 10,590 109.3%
生命科学部 6,693 6,276 106.5%
合　　計 105,107 102,169 102.9%

2025年度一般選抜　学部別志願者数

■
教
授
会
執
行
部　

　

経
済
学
部
長　
　

　

竹
口　

圭
輔　

教　

授

　

教
授
会
主
任　
　

　

菅
原　

琢
磨　

教　

授
（
新
任
）

　

教
授
会
主
任　
　

　

松
野　

響　
　

教　

授
（
新
任
）

　

教
授
会
副
主
任　

　

高
橋　

秀
朋　

教　

授
（
新
任
）

■
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

宮
脇　

典
彦　

教　

授

■
新
任　

　

大
森　

祥
輔　

准
教
授

（
数
学
Ａ
／
Ｂ
、
総
合
講
座
Ⅰ
、
演
習
、　

Elementary M
athematics A/B

）

　

王　
　
　

荍　

准
教
授

（Reading and Interaction 2 A/B

）

■
在
外
研
究
員

　

杉
浦　

未
樹　

教　

授

　

山
田　

快　
　

教　

授

　

濱
秋　

純
哉　

准
教
授
（
春
学
期
）

■
国
内
研
究
員　

　

中
谷　

安
男　

教　

授

■
国
内
研
修
員

　

奥
山　

利
幸　

教　

授

２
０
２
５
年
度

経
済
学
部
教
員
人
事
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川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

　
　
岩
見
沢
市
　
47
歳
　

　

２
０
２
４
年
９
月
21
日
（
土
）
午
後
、

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
法
政
校
友
会
、

北
海
道
校
友
会
並
び
に
札
幌
支
部
の
総

会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
法
政
大
学
コ
ー
・

ダ
イ
ア
ナ
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
教
授

（
２
０
２
５
年
３
月
31
日
~
総
長
）、
法
政

大
学
校
友
会
三
井
和
夫
副
会
長
が
来
賓
で

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
コ
ー
教
授
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
全
道

よ
り
集
ま
っ
た
校
友
と
歓
談
を
行
い
、
た
い

へ
ん
素
晴
ら
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
92
号
の
会
員
短
信
に
て
国
家
資

格
取
得
の
報
告
を
し
ま
し
た
が
、
先
日
「
２

級
建
築
施
工
管
理
技
士
、
種
別
・
仕
上

げ
（
第
二
次
検
定
、
旧
・
実
地
試
験
）」
の

試
験
に
合
格
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
資
格
は
通
称
"
セ
コ
カ
ン
"
と
呼
ば
れ
、

建
設
業
は
経
済
学
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　
　
　

                                    

清
水
　
義
英
（
61
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
さ
い
た
ま
市
　
88
歳

　

昭
和
36
年
４
月
卒
業
以
来
、
株
式
会
社

ト
ー
モ
ク
に
入
社
後
、
横
浜
、
小
牧
、
岩
槻
、

本
社
総
務
部
に
転
勤
し
て
、
工
場
管
理
及

び
、
本
社
総
務
部
長
を
歴
任
し
て
40
年
に

わ
た
っ
て
業
務
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
関
係
会
社
の
指

導
等
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
余

力
あ
る
か
ぎ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

渡
辺
　
　
明
　（
64
年
卒
）

　
　
船
橋
市
　
　
85
歳

　

２
０
０
２
年
63
歳
の
と
き
に
妻
を
亡
く

し
た
喪
失
感
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
お

や
じ
バ
ン
ド
倶
楽
部
に
加
入
し
、
エ
レ
キ

ギ
タ
ー
の
演
奏
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
Ｔ
Ｖ
・
Ｆ
Ｍ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の

取
材
や
地
方
の
出
張
演
奏
、
銀
座
ラ
イ
オ

ン
や
各
所
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
演
奏
な

ど
、
引
き
こ
も
る
暇
も
な
く
ア
ッ
と
い
う

間
に
23
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
仲
間
は
団
塊

の
世
代
で
す
か
ら
、
私
が
最
高
齢
者
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
曲
に
挑

戦
し
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

Oyajiʼbands:Rockʼnʼroll never dies.

佐
藤
　
　
博
（
55
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
中
野
区
　
94
歳

　

昭
和
26
年
３
月
薬
学
専
門
学
校
を
卒
業

し
、
ま
だ
20
歳
な
り
た
て
で
好
き
だ
っ
た

六
大
学
の
法
政
大
学
３
年
経
済
学
部
に
編

入
、
２
年
商
学
学
科
で
学
び
、
薬
局
経
営

に
役
立
ち
ま
し
た
。
94
歳
の
現
在
、
元
気

印
で
地
域
活
動
に
動
い
て
い
ま
す
。
働
き

で
は
な
い
で
す
が
。

　

法
政
オ
オ
吾
が
母
校
！

　

飯
田
橋
は
第
一
東
京
市
立
中
学
に
２
年

通
学
（
疎
開
で
長
野
へ
転
校
︿
昭
和
20
年
﹀）

懐
か
し
い
で
す
。
母
校
の
更
な
る
発
展
を

祈
り
ま
す
。

　
　
　

古
谷
　
公
利
（
60
年
卒
）

平
塚
市
　
87
歳

　

東
京
で
過
し
た
青
春
時
代
を
偲
び
、
今
、

地
方
か
ら
作
詞
・
作
曲
を
試
み
ま
し
た
。

　
　
　

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられたお便りを
紹介します

（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

  

埼
玉
か
ら

  

千
葉
か
ら

    

東
京
か
ら

  

神
奈
川
か
ら

コー新総長と
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髙
橋
　
新
一
（
91
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
57
歳

雑
考
　
手
帳
を
買
い
に
生
協
へ

先
日
久
し
ぶ
り
に
手
帳
を
買
い
に
市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
の
教
授
の
退
官
以
来
、
同
窓
会
に

も
そ
の
と
き
知
り
合
っ
た
方
と
イ
ベ
ン
ト

で
お
会
い
す
る
機
会
が
な
く
、
ち
ょ
っ
と

寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
ラ
ウ
ン
ジ
ま
で
案
内

し
て
く
れ
た
方
々
が
い
な
い
だ
け
で
機
能

が
学
生
の
ニ
ー
ズ
の
た
め
に
集
約
さ
れ
た

館
内
を
歩
い
て
緊
張
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
な

の
で
外
濠
公
園
の
木
漏
れ
日
に
と
て
も
癒

や
さ
れ
ま
し
た
。卯

野
　
修
三
（
81
年
卒
）

能
美
市
　
66
歳

　

大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
方
針
が
、

わ
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
が
強
か
っ
た
の
は

１
９
９
０
年
代
ま
で
。
近
年
は
、
伝
統
の

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
重
量
挙
げ
な
ど
結
果
を

出
し
、
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
が
、
か
つ
て

１
９
８
０
年
代
ま
で
、
飯
田
橋
体
育
学
校

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー

ツ
が
強
く
、
新
聞
で
「
法
政
」
の
文
字
が

頻
繁
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
当
局
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
低

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
の
な
か
、

新
興
校
は
必
死
で
す
。
大
学
の
中
に
ス

ポ
ー
ツ
強
化
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必

要
で
す
。

　

３
月
に
新
総
長
が
誕
生
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

石
川
か
ら

  

͔
つ
て
൴
の
౦
ژ
ࡏ
ॅ
࣌
に
経
済
学
部
同

窓
会
で
一
ॹ
に
׆
ಈ
し
、
ࠓ
は
ԭ
ೄ
に
໭
ỳ

て
৽
た
な
Ϗ
δ
ω
ε
に
ν
ャ
Ϩ
ϯ
δ
を
ଓ
͚

て
い
る
真
ӫ
田
ٛ
ݾ
܅
͔
Β
、
∁
森
ࣄ
຿
ہ

長
へ
た
ͼ
た
ͼ
の
お
༠
い
が
あ
り
、
๏
੓
経

༑
会
ϝ
ϯ
ό
ー
な
ど
̔
名
で
、
三
ധ
࢛
日
で

ԭ
ೄ
ݝ
ຊ
ౡ
を
๚
れ
た
。

̎
月
17
日
の
ன
ա
͗
に
真
ӫ
田
܅
が
出
ܴ

え
る
ಹ
೼
ۭ
ߓ
に
到
着
、
大
ܕ
λ
Ϋ
γ
ー
で

ट
ཬ
৓
に
ご
ѫ
ࡰ
。
໷
は
真
ӫ
田
܅
の
Ҋ
಺

で
、
஍
ݩ
の
市
場
の
ೋ
֊
の
৯
ಊ
で
ϫ
Π
ϫ

Π
と
ԭ
ೄ
ྉ
ཧ
を
ת
ೳ
。

ೋ
日
໨
は
、
ೆ
部
ઓ
੷
஍
を
๚
໰
し
、
چ

ւ
܉
࢘
ྩ
部
ߺ
、
ͻ
Ί
Ώ
り
の
ౝ
ɾ
ف
念
ࢿ

ྉ
館
、
ฏ
和
の
ૅ
を
Ί
͙
ỳ
て
、
ԭ
ೄ
ઓ
の

ࢂ
Ւ
を
ࣱ
ͼ
、
ͻ
Ί
Ώ
り
の
ౝ
に
ݙ
花
を
し

て
໧
౲
を
๋
げ
た
。
ͦ
の
ؼ
్
、
真
ӫ
田
܅

の
৽
し
い
ୈ
ೋ
の
Ϗ
δ
ω
ε
の
３
֊
ݐ
て
の

「
ή
ε
τ
ϋ
΢
ε
」に
ཱ
ͪ
د
り
ٳ
ܜ
。
ϓ
ϩ

໺
ٿ
બ
ख
が
ࣗ
ओ
τ
Ϩ
࣌
に
ར
༻
す
る
な
ど

実
੷
が
す
で
に
あ
る
と
の
こ
と
。

三
日
໨
は
中
部
、
๺
部
へ
。
Ը
ೲ
ଜ
に
あ

る
真
ӫ
田
܅
の
ୈ
一
の
Ϗ
δ
ω
ε
で
あ
る
α

ϓ
リ
ϝ
ϯ
τ
౳
の
ݚ
ڀ
ॴ
を
見
学
。
݈
߁
஡

が
Έ
ん
な
に
ϓ
Ϩ
θ
ϯ
τ
さ
れ
た
。

再
ͼ
ߴ
଎
ಓ
࿏
で
、
๺
部
஍
۠
へ
޲
͔

う
。
࠷
ॳ
の
໨
的
஍
は
ຊ
部
൒
ౡ
の
Ϩ
ー

μ
ー
α
Π
τ
Ҏ
֎
で
の
࠷
ߴ
஍
఺
の
ീ
重
ַ

（
̐
̑
３
ɾ
̐
̼
）。
ੌ
い
ோ
๬
の
あ
る
஍
఺

だ
が
、
な
ん
と
ࢲ
༗
஍
と
͔
。
ԭ
ೄ
ͦ
͹
の

ன
৯
の
ޙ
は
、
ご
ଘ
知「
ԭ
ೄ
美
Β
ւ
ਫ
଒

館
」の
δ
ϯ
ϕ
Τ
β
ϝ
に
ご
ѫ
ࡰ
。
ͦ
の
ޙ
、

৽
し
い
観
ޫ
஍
と
し
て
஫
໨
さ
れ
て
い
る

「
ݹ
Ӊ
ར
大
ڮ
」を
ं
で
౉
り
ւ
中
を
ӭ
͙
΢

ϛ
Ψ
ϝ
を
୔
ࢁ
ோ
Ί
た
。

࢛
日
໨
は
࠷
ऴ
日
。
ޕ
前
中
に
ݝ
ཱ
ത
෺

館
の
見
学
。
前
࢙
࣌
୅
͔
Β
、
Ԧ
ࠃ
੒
ཱ
、

中
）ࠃ
໌
）と
の
࡭
෧
ɾ
ਐ
ߩ
に
よ
る
ަ
ྲྀ
、

ࣛ
ࣇ
ౡ
ൡ
の
৵
߈
ࢧ
഑
、
ߐ
ށ
ນ
෎
に
よ
る

औ
り
ࠐ
Έ
͔
Β
ԭ
ೄ
ݝ
へ
、
日
ຊ
へ
の
ؼ
ଐ

͔
Β
ۙ
୅
化
、
ԭ
ೄ
ઓ
の
ࢂ
Ւ
、
ઓ
ޙ
の
ถ

ࠃ
౷
࣏
Լ
の
ླྀ
ٿ
ຽ
੓
෎
࣌
୅
、
日
ຊ
෮
ؼ

と
ถ
܉
ج
஍

໰
୊
౳
な
ど

と
知
る
΂

͖
、
学
Ϳ
΂

͖
こ
と
が
ࢁ

ほ
ど
あ
る
。

ࠓ
回
の
ߦ

ఔ
で
ؾ
ͮ
い

た
重
大
な
こ

と
が
一
つ

あ
ỳ
た
。
͔

つ
て
ߴ
଎
ಓ

࿏
が
開
௨
す

る
前
に
は
、
広
大
な
ถ
܉
ج
஍
の
中
を
ൈ
͚

る
よ
う
に
ࠃ
ಓ
が
௨
り
、
཭
ൃ
着
す
る
ถ
܉

ػ
の
ര
Ի
΍
す
れ
ҧ
う
܉
༻
ं
྆
な
ど
で
、

ԭ
ೄ
に
お
͚
る
ถ
܉
ج
஍
の
ઈ
ର
的
な
ଘ
ࡏ

ײ
を
൱
Ԡ
な
͘
ײ
じ
た
も
の
だ
ỳ
た
。
ࠓ
、

ߴ
଎
ಓ
࿏
の
ど
こ
͔
Β
も
ج
஍
は
શ
͘
໨
に

ೖ
Β
な
い
。
λ
Ϋ
γ
ー
ӡ
స
ख
に
よ
る
と
、

ಹ
೼
͔
Β
ԭ
ೄ
美
Β
ւ
ਫ
଒
館
な
ど
に
ߦ
͘

ߴ
ߍ
ੜ
を
৐
せ
て
૸
る
と
、
ԭ
ೄ
の
ถ
܉
ج

஍
の
ଘ
ࡏ
に
શ
͘
ؾ
෇
͔
ず
、
ج
஍
が
あ
る

ん
で
す
͔
ʁ
　
と
い
ỳ
た
൓
Ԡ
だ
と
い
う
。

ࠓ
回
の
参
加
ऀ
は
、
ക
୔
、
ࢁ
川
、
ߴ
ڮ

（
ক
）、
ߴ
ڮ
（
ٱ
）、
∁
森
、
花
ᖒ
の
ॾ
ࢯ

に
ࢲ
と
࠺
の
̔
名
。
ฏ
ۉ
年
ྸ
は
、
��
ɾ
̔

ࡀ
で
あ
ỳ
た
。
ॆ
実
し
た
ཱྀ
ߦ
を
企
画
し
て

͘
れ
た
、
真
ӫ
田
܅
の
一
層
の
׆
༂
を
ف
り

た
い
。

同
窓
会
員
の
真
栄
田
義
己
君
を
訪
ね

沖
縄
本
島
を
旅
行
し
て
き
ま
し
た

経
済
学
部
同
窓
会
会
長
୅
ߦ
　
加
౻
　
　
ؽ

海軍壕前での全員写真
（中央しゃがんでいるのが真栄田君）

八重岳山頂にて
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法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

ত
࿨
��
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

װ
ࣄ　
　長

૯
຿
部
会
長

Ֆ

　ᖒ

　ྑ

　三

〒

ઍ
༿
ݝ
ࢢ
ݪ
ࢢ
ͪ
͸
Β
୆
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
࢛
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

2�0-
01�1

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

ত
࿨
�5
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
౉
ᬒ
ࠤ
平
ゼ
ミ
）

ࣄ
຿
ہ
長

∁

　৿

　ਖ਼

　༤

〒

東
京
都
೔
໺
ࢢ
৽
ொ
一
｜
八
｜
一
九

1�1-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
�2
年
経
済
学
部
卒

෭
　会
　長

ࠤ
ʑ
໦

　ൣ

　ޫ

˟

࡛
ۄ
ݝ
ॴ
୔
ࢢ
๺
ؠ
Ԭ
Ұ
｜
Ұ
ࣣ

ి

　࿩

　ʓ
࢛
ớ
ೋ
۝
࢛
ೋ
Ờࣣ
ീ
ʓ
࿡

�5�-
0007

ଜ
۲
ਔ
ࡾ
࿠
法
政
大
学
໊
༪
ڭ
त
ɹஶ

ủ
ߴ
౓
੒
௕
期
೔
ຊ
の
ࠃ
ཱ
ެ
Ԃ
Ứ

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
࣌
ை
ࣾ
、
ࡾ
ޒ
ʓ
ʓ
円
）

ஶ
ऀ
は
Ұ
۝
࿡
۝
年
๏
政
େ
学
େ
学
Ӄ
（
ത
）
୯
Ґ
औ
ಘ

ത
࢜
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
෭
会
௕
・
̝
̥
෭
部
会
௕

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
�2
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

1�2-
0�1�

昭
和
4�
年
経
済
学
部
卒

୅
ද
औ
క
໾

会

　
　長

ை

　࡚

　敏

　඙

経
済
学
部
同
窓
会
෭
会
௕

จ
Խ
γ
Ϡ
ỽ
タ
ー
ג
ࣜ
会
ࣾ

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
��
年
経
済
学
部
঎
ۀ
学
Պ
卒

ެ
ೝ
会
ܭ
࢜

੫
　ཧ
　࢜

܂

ݪ　

　ਖ਼

　৴

˟

ҵ
৓
ݝ
ݹ
Տ
ࢢ
ݹ
Տ
ޒ
࢛
࢛
｜
Ұ
࢛
ࣣ

�0�-
001�

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
4�
年
経
済
学
部
卒

会

　田

ٱ　
ਔ
෉

ࡒ
੓
部
会
長

昭
和
�5
年
経
済
学
部
卒

˟

౦
ژ
౎
෢
ଂ
໺
ࢢ
ޚ
఼
ࢁ
ೋ
｜
ೋ
ʓ
｜
ޒ

ి���

࿩

　ʓ
ീ
ʓớ
ೋ
ʓ
ʓ
࿡
Ờ
ീ
ࣣ
ീ
ࣣ

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

　長

ࡾ
࿨
ݐ
૷
ג
ࣜ
会
ࣾ

���ݩ

֯���
ণ���

ࡾ

৽
॓
۠
੢
৽
॓
࿡
ஸ
໨
Ұ
ೋ
൪
四
߸
（
６
Ｆ
）

電   

話
　
ʓ
ࡾ
（
࿡
ೋ
ޒ
ീ
）ʓ
࿡
ࡾ
四

࢘
法
ॻ
࢜
法
ਓ
Ϧ
ー
ガ
ル
Τ
ε
コ
ー
ト

ߦ
政
ॻ
࢜
法
ਓ
Ϧ
ー
ガ
ル
Τ
ε
コ
ー
ト

࢘
๏
ॻ
࢜
・
ߦ
政
ॻ
࢜

（
̍
９
８
８
年
ଔ
　
䌣
ݟ
θ
ϛ
）

金
　

ٱ
　

อ
　
　
݈

法
༑
ମ
ҭ
会
ސ
໰

法
༑
ϋ
ン
υ
Ϙ
ー
ル
Ϋ
ラ
ϒ
໊
༪
会
௕

昭
和
�8
年
経
済
学
部
経
済
学
Պ
卒

઒

　⃻

　อ

　೭

˟

౦
ژ
౎
෎
த
ࢢ
࢛
୩
ࡾ
｜
࿡
࢛
｜
ೋ
࢛

ి

　࿩

　ʓ
۝
ʓớ
ೋ
࿡
࢛
ീ
Ờ࿡
ࡾ
ʓ
Ұ

18�-
00�5

̣
̥
̤
法
ਓ
ւ
֎
ཹ
学
ੜ
҆
શ
ର
ࡦ
ڠ
ٞ
会
̟
̘
̨
̤
̨

Ұ
۝
ࣣ
ೋ
年
経
済
学
部
ଔ

˟

東
京
౎
ौ
谷
۠
ौ
谷
ೋ
｜
े
ೋ
｜
े
ޒ

日
本
ༀ
学
会
　
௕
Ҫ
ه
೦
館
Ϗ
ル
Ұ
֊

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
ʓ
ࡾ
（
࿡
四
Ұ
ീ
）ʓ
ࣣ
Ұ
ࣣ
・
ʓ
ࣣ
Ұ
࿡

E-m
ail : kikeno@

jcos.org

150-
0002 ཧ

事
௕

஑
　
໺
　
݈
　
Ұ

2025 年度もよろしく お願い申し上げます
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̎
̌
̎
３
年
に
ॳ
Ί
て
参
加
し
て

Ҏ
དྷ
、
ࠓ
年
で
三
年
࿈
ଓ
三
回
໨
と

な
る
ࣣ
෱
ਆ
८
り
。
年
の
ॳ
Ί
に
ࣣ

෱
ਆ
を
Ί
͙
る
こ
の
߃
ྫ
ߦ
ࣄ
が
、

զ
が
Ո
に
と
ỳ
て
大
੾
な
࣌
ؒ
に

な
ỳ
て
い
ま
す
。

一
回
໨
は
、
࠺
を
আ
͘
Ո
଒
શ
һ

で
参
加
し
、
に
͗
΍
͔
に
ࣣ
෱
ਆ
を

Ί
͙
り
ま
し
た
。
ೋ
回
໨
の
̎
̌
̎

̐
年
は
、
長
ঁ
が
中
学
ੜ
に
な
ỳ
た

こ
と
で
ෆ
参
加
と
な
り
、
খ
学
ޒ
年

ੜ
の
࣍
ঁ
と
খ
学
ೋ
年
ੜ
の
長
உ
と

ڞ
に
า
͖
ま
し
た
。
ͦ
し
て
三
回
໨

の
ࠓ
年
、
長
ঁ
は
ม
わ
Β
ず
ෆ
参
加

で
し
た
が
、
࣍
ঁ
と
長
உ
に
加
え

て
、
ॳ
Ί
て
࠺
も
参
加
。

ࠓ
回
は
、
ઙ
૲
ࣣ
෱
ਆ
Ί
͙
り
と

し
て
、
̍
月
11
日（
土
༵
）に
田
ݪ

ொ
Ӻ
に
ू
߹
し
、
໼
ઌ
Ҵ
ՙ
ਆ
ࣾ

（
෱
࿣
ण
）、
࿯
ਆ
（ࣾ
ण
࿝
ਓ
）、
吉

ݪ
ਆ
（ࣾ
ห
ࡒ
天
）、
ڮ
場
ෆ
ಈ
ଚ

（
෍
ା
ଚ
）、
ੴ
඿
ਆ
（ࣾ
ण
࿝
ਆ
）、

ࠓ
ށ
ਆ
（ࣾ
෱
࿣
ण
）、
଴
ೕ
ࢁ
੟
天

（
ඏ
ࠫ
門
天
）、
ઙ
૲
ਆ
ࣾ
（
ܙ
ൺ

ਢ
）、
ઙ
૲
ࣉ
を
Ί
͙
り
、
৯
ࣄ
は

Ѯ
ؙ
ਐ
で
し
た
。

࣍
ঁ
は
࠺
と
一
ॹ
に
ޚ
ग
ҹ
を
ू

Ί
Β
れ
た
こ
と
が
خ
し
͔
ỳ
た
よ
う

で
、
ָ
し
ͦ
う
な
様
ࢠ
が
ҹ
৅
的
で

し
た
。

ࢠ
ど
も
た
ͪ
が
੒
長
す
る
に
つ

れ
、
Ո
଒
શ
һ
で
ߦ
ಈ
で
͖
る
࣌
ؒ

は
গ
な
͘
な
ỳ
て
い
͖
ま
す
が
、
ࠓ

ޙ
も
Մ
ೳ
な
ݶ
り
参
加
し
、
৽
年
の

෩
৘
を
ָ
し
Έ
な
が
Β
、
Ո
଒
の
思

い
出
を
ੵ
Έ
重
ね
て
い
͖
た
い
と
思

い
ま
す
。

ί
ー
ε
の
作
੒
、
ࣄ
前
の
Լ
見
、

౰
日
の
ख
഑
౳
々
ご
ਚ
力
い
た
だ
͖

ま
し
た
ߴ
ڮ
ক
昭
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

৽
೥
߃
ྫ
の
ࣣ
෱
ਆ
Ί
͙
Γ
ʹ

Ո
଒
Ͱ
ࢀ
Ճ
し
ま
し
た

ৗ
೚
װ
ࣄ
　
Ԭ
໺
　
఩
໵

ΈΜなͰށࠓਆࣾにͯू߹ࣸਅ

昭
和
�4
年
経
済
学
部
卒

จ
ژ
法
༑
会

૬
　ஊ
　໾

ߴ

ڮ　

　ক

　昭

昭
和
��
年
経
済
卒

ೋ
౓
܀
ࢁ
ڵ
ۀ
ג
ࣜ
会
ࣾ

औ
క
໾
会
長

ٶ

　಺

　ྑ

　༤

〒

ਆ
ಸ
઒
ݝ
઒
࡚
市
޾
۠
খ
޲
੢
ொ
四
｜
六
五

電���

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
000�

ߴ
ڮ
ݐ
ઃ
ڵ
ۀ
ג
ࣜ
会
ࣾ

औ
క
໾
会
長

ߴ
　
ڮ
　
ٱ
　
೭

昭
和
�5
年
経
঎
卒

ެ
ೝ
会
ܭ
࢜
法
༑
会

ত
࿨
52
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

ଠ

　ా

　૳

　一

〒

東
京
都
৽
॓
区
๺
৽
॓
࢛
｜
一
九
｜
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（ਖ਼
࿨
ϋ
Π
π
）

電

　話

　〇
八
〇（
ࣣ
〇
〇
九
）二
六
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　൧
௩
ঢ

1��-
007�

昭
和
��
年
経
済
学
部
঎
ۀ
学
Պ
卒

˟

๺
ւ
ಓ
ࢬ
޾
܊
ࢬ
޾
ொ
Վ
ొ
ೆ
ொ
ࡾ
ീ
ʓ
｜
࢛

　
　
　

ి���

࿩

　ʓ
Ұ
࿡
ࡾ
ớ
࿡
ീ
Ờ
ೋ
ീ
ࡾ
࿡

0�8-
520�

ೆ
फ
୩
Χ
ン
ト
Ϧ
ー
۞
ָ
部

ސ

　
　໰

ਂ

　Ҫ

　৴

　࿕

株
式
会
社
加
賀
ラ
イ
ズ

　
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
35
年

一
九
六
ࣣ
年
卒
（
上
杉

　ࣺ
඙
ゼ
ミ
）

代
ද
औ
క
໾

∁

　ࠜ

　య

　จ

〒

東
京
都
ઍ
代
ా
区
֎
ਆ
ా
六
｜
े
五
｜
े
一

೔
東
Ϗ
ϧ

ߐ
東
๏
༑
会
໊
༪
会
長

101-
0021

株
式
会
社
　

ア
ウ
ィ
ン

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
一
二
〇
番
地

電
話
（
〇
四
五
）
八
六
一

－

五
七
四
一（
代
表
）

田
島
榮
二
郎

代
表
取
締
役

昭
和
��
年
経
済
学
部
卒

ॕ
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

૑
ཱ
33
प
೥

த
໺
θ
ϛ
̤
̗
会（
��
会
）Ұ
同

2025 年度もよろしく
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ừ
৽
ೖ
会
һ
Ử

　

２
０
２
５
年
１
月
~

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

安　

西　

玲　

音
（
24
）

　

大　

桃　

信　

義
（
73
）

　

赤　

木　

健　

二
（
80
）

　

阿　

部　

晃　

正
（
24
）

　

植　

木　

康　

元
（
93
）

　

今　

村　

雅　

史
（
95
）

　

山　

澤　

純　

子
（
25
）

　

那　

須　

徹　

平
（
学
生
）

　

村　

谷　

宏　

太
（
学
生
）

　

田　

邉　

愛　

子
（
学
生
）

　

小　

山　

拓　

海
（
25
）

　

胡　
　
　

居　

泰
（
学
生
）

　

佐　

度　

郁　

斗
（
学
生
）

৽
ೖ
会
һ
͔
Β
ͻ
ͱ
ݴ

　
大
桃
　
信
義
　
神
奈
川
県
川
﨑
市

１
９
７
３
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
、

貿
易
貨
物
の
輸
出
入
手
続
き
や
輸
送
を
営

む
会
社
に
勤
務
し
、
１
９
９
２
年
ま
で
北

ア
フ
リ
カ
で
の
プ
ラ
ン
ト
資
機
材
輸
送
業

務
の
駐
在
員
生
活
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
に
42
年
務
め
た
会
社
の

役
員
を
退
任
し
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
村
　
雅
史
　
新
潟
県
新
潟
市

法
政
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
て
約
30

年
。
子
ど
も
達
も
大
学
生
と
な
り
、
改
め

て
自
分
自
身
の
大
学
生
活
を
思
い
出
し
、

そ
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。
法
政
大
学
の

更
な
る
発
展
を
、
こ
こ
新
潟
の
地
よ
り
微

力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

ừ
Ұ
ൠ
׆
ಈ
ࢧ
ԉ
ۚ
د
෇
Ử

　

２
０
２
４
年
12
月
~

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

　

元　

角　

昌　

三　

10
口
（
70
）

　

会　

田　

久
仁
夫　

10
口
（
67
）

　

髙　

橋　

将　

昭　

30
口
（
60
）

　

花　

澤　

良　

三　

50
口
（
71
）

　

村　

田　

紀　

敏　

50
口
（
66
）

　

松　

本　

寿　

雄　

２
口
（
77
）

ừ
学
ੜ
ࢧ
ԉ
ۚ
د
෇
Ử

２
０
２
４
年
12
月
~

１
口　

千
円

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

胡　

口　

靖　

夫　

３
口
（
69
）

　

菊　

地　

政　

廣　

10
口
（
70
）

ừ
ଔ
ۀ
ॕ
լ
会
ࢧ
ԉ
د
ෟ
Ử１口　

千
円

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

村　

田　

紀　

敏　

180
口
（
66
）

２
０
２
４
年
12
月
~

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご
逝

去
の
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関　
　
　

俊　

夫
（
60
）

　

田　

中　
　
　

榮
（
61
）

　

長　

野　

久　

之
（
59
）

　

當　

銘　

武　

夫
（
62
）

　

山　

川　

平　

次
（
59
）

　

高　

木　

茂　

之
（
79
）

　

粕　

谷　

文　

雄
（
50
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】

事務局からのお知らせ
年度も改まり、多摩キャンパスにも新入生を含
め、学生が大勢見られるようになりました。毎年の
こととは申せ、満開の桜の下に多くの若者の姿が重
なる景色には、感慨深いものがあります。
法政経友会も2025年度の活動に向けてスタート切
ります。会員の皆さまにおかれましては、今年度に
つきましても、これまでと変わらぬご支援・ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

・１月11日（土）浅草七福神めぐり
・１月29日（水）教授会執行部との懇談会

・２月17日（月）～ 20日（木）
　法政経友会有志による沖縄旅行
・２月22日（土）第４回代表・常任合同幹事会
・３月24日（月）卒業祝賀会
・３月29日（土）桜を観る会小旅行（千葉市土気）
・４月25日（金）同窓会報発送作業

・５月17日（土）第５回代表・常任合同幹事会
・５月21日（水）教授会執行部との懇談会
・６月７日（土）定期幹事総会・経済学部オレンジの集い

（事務局長　髙森　正雄）

最近の活動

今後の活動

寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１
９
８
８
年
多
摩
校
舎
の
一
期
生
と

し
て
、
経
済
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
い

た
し
ま
し
た
金
久
保
で
す
。

私
自
身
が
、
還
暦
を
迎
え
少
し
時
間

的
に
余
裕
が
出
て
き
た
こ
と
や
、
昨
年
、

靏
見
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
と
同
窓
会
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
開
催
し
、
同

窓
会
の
皆
様
の
ゼ
ミ
会
へ
の
ご
参
加
と

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
員
の
「
忘
年
の
集
い
」
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
同
窓
会
の
存
在
を
身

近
に
感
じ
、
同
窓
会
へ
加
入
し
、
お
手

伝
い
を
い
た
し
た
い
と
の
思
い
で
、
常

任
幹
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
同
窓
会
へ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

常
任
幹
事
と
し
て
、
同
窓
会
の
よ
り
発

展
に
貢
献
を
し
、
ま
た
、
後
輩
達
へ
の

継
承
を
行
う
べ
く
、「
精
一
杯
」
働
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
常
任
幹
事
か
ら
の
ご
挨
拶

金久保  健
1988年卒
（靎見ゼミ）

かな く ぼ たけし

【
ϓ
ϩ
ϑ
ỹ
ồ
ϧ
】
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